
Welcome to

2024 年 月 日（ ）

認定NPO法人開発教育協会



知り・考え・行動する
グローバルシティズンシップ
を育むＮＧＯ

市民活動論（2024）

教材の開発・
発行

研修やイベントの
開催

調査研究、ネットワ
ーク、政策提言

認定NPO法人開発教育協会（DEAR）

2



プログラム

１．はじめに

２．ジェンダーについて

３．ワーク①：女って？男って？

４．ワーク②：この男女のちがい、

あってもいい？あってはダメ？

５．ふりかえり、おわりに



参加にあたって

●社会において、性別は「女性」と「男性」という２つの分類をさ
れることが多いですが、実際には女性にも男性にも分類されない、
もしくは両方を持ち合わせているなど、多様なアイデンティティ
が存在します。

●私たちは、ひとりひとりが異なるジェンダーアイデンティティや、
多様な経験、人生背景、価値観を持っていることを認識しましょ
う。

●今日は問題をわかりやすくするために、あえて「女性」と「男
性」を切り口とし、ジェンダーについて学びます。



参加にあたって

●話し合う中で、だれもが人を傷つけたり、間違いをする可能性
もありますし、だれもが自分の発言を訂正する権利があります。

●人によっては「居づらい」「つらい」と感じる発言などがある
かもしれません。その場合、その場を離れることも自由です。
（その場合、講師にお知らせください。）



参加にあたってのお願い

言いたくないことは
言わなくてOK

意見が変わってもOK

話をよく聴こう
＆否定しない

今日話したことは
この場限りで

自分の気持ちや
変化に気づこう



「ジェンダー」について・・・

1.聞いたことがある

2.関心がある

3.知っている

4.あまり知らない

当てはまるものに、直感で手をあげてみよう
（何度手をあげてもＯＫ！）



グループで話してみよう

ジェンダーについて

・知っていること・関心のあること

・知りたいことなど

を共有しましょう



ワーク①おんなって？おとこって？

「おんなって」「おとこって」と聞いて、

思い浮かぶ言葉、一般的に言われている言葉を

書き出してみましょう。

個人でワークシートに記入しましょう（5分）

おんなって おとこって

＜例＞
・かよわい
・買い物好き
・妊娠する

＜例＞
・力強い
・理数系
・ひげを生やす



グループワーク①

「おんなって」と「おとこって」について、

書いたことを共有しよう

グループに分かれてお話します（10分）



おんなって おとこって



事実かどうか検証してみよう

● 「おんなって」「おとこって」で書いたことを
事実かどうか（全員に当てはまるか）
検証してみましょう

● 事実のみ選んで○をつけてみましょう

全員に当てはまることはないです。

「おんなって」「おとこって」で言われ
ていることは事実ではないですね。



「おんなって」「おとこって」のイメージは
どこから来てる？

● なぜ、そういうイメージをもつのでしょう？

● だれ、なにから
影響を受けているのでしょうか？
例）家族、親戚、テレビ、漫画、芸能人など

グループに分かれてお話します（5分）



性別は社会的につくられている

例）かよわい、買い物好き、力強い、理数系など

→家庭の環境、意識、慣習、文化、社会、経済、政治、
宗教などの要因に左右される性差

●ジェンダー（文化的・社会的・主観的な性差）

●セックス（生物学的な性差）

※出典：開発教育協会（2024）『すべての人が生きやすい社会へ 教育をジェンダー視点で見直すヒント集』

例）妊娠、出産、精子、卵子など
→生物学的機能に関連する性差

性自認や性的指向と同様に、身体の性的特徴も一人ひとり多様である。
人間の性別の「境界線」は「生物学的」に見たとしても社会的に作られている。



性を構成する要素：

人によってグラデーションがあり、流動的である



ワーク②この男女のちがい、あってもいい？あってはダメ？

以下の６つの男女のちがいについて、「あってもいい」「あって
はいけない」に分けて、その理由も考えてみましょう。

個人でワークシートに記入してみよう（5分）

A．学校の制服は女子がスカート、男子がズボンである。
B ．学校のマラソン大会で、女子は3km、男子は5km走る。
C ．日本の給与所得者の平均給与は、男性が540万円、女性は296万円である。
D．電車に女性専用車両はあるが、男性専用車両はない。
E ．夕食後に兄と妹がテレビを見ていると、家族は妹には食器の片づけを手伝うように言うが、兄には言わない。
F．職場で、男性は化粧をしなくても何も言われないが、女性は「化粧は身だしなみだ」と言われる。



グループワーク②

●ワークシートに書いたことをグループで共有しよう。

●どちらかに分けることよりも、なぜそう思ったのか？その理由
を共有することが大切です。

グループに分かれてお話します（15分）



学校の制服は女子がスカート、男子がズボンである。

あってよい理由

あってはならない理由

A



● 2015年に文部科学省は、性的少数
者の児童生徒への配慮を求めるよう
通知

→トランスジェンダーの生徒への配慮
や、防寒面から制服を選べるようにす
る高校が増加

● 全国の約7割の学校で女子生徒の制服にスラックス制服を採用している。一方
で男子生徒にスカートの着用を許可している学校は3割未満。

● スカート着用を許可してもスカート制服の着用をしている生徒がいるのは1割
程度。

● 「選択肢がある」とされても、「選択する」ためのハードルやバイアスによ
って実質的なジェンダー平等にはつながらないことが多々ある。

→そもそも制服ってどうしてあるの？だれが必要なの？
誰もが、自分らしくいられるために制服はどうあるべきか？

※出典：「男子生徒のスカート着用状況」2023.08.29 https://kanko-gakuseifuku.co.jp/media/homeroom/vol211



学校のマラソン大会で、女子は3km、男子は5km走る。

あってよい理由

あってはならない理由

B



●最高記録や平均値で比較すると男性が優位であっても、男性の98％は
女性の最高レベルの身体能力よりも低く、同性間の個人差のほうが、
男女間の平均値の差より大きい。最高記録や平均値をもって、男女間
の身体能力の差をはかること自体が、ジェンダー意識に影響された認
識であると言える。

● 日常的な身体活動に男女差があるとの報告が子どもを対象とした調査
から示唆されている。それらは、幼児期からすでに、日常的な身体活
動に性差があり、それが運動能力の発達に影響を与えている可能性を
示している。

※出典：飯田貴子「身体能力の性差再考」木村涼子他編著『よくわかるジェンダー・スタディーズ』（2013年、ミネルヴァ書房）
加賀谷淳子「体力の性差を踏まえたジェンダー・スポーツ」『ジェンダー学と生物学の対話』（2006年）

● そもそも学校でマラソンする目的は？その目的のために「差」に妥当
性はある？



日本の給与所得者の平均給与は、
男性が563万円、女性は314万円である（2022年）。

あってよい理由

あってはならない理由

C

出典：国税庁「令和4年分民間給与実態統計調査」



※出典：令和３年分 民間給与実態統計調査（国税庁）

30代以降、男女の年収格差が広がる



男女間の賃金格差の主な原因は…

①女性の管理職の比率が低いこと

②女性の平均勤続年数が短いこと

さらにその原因は…
①企業側
女性差別的な雇用慣行、制度
・女性向けの職種（性別職務分離）や採用、配置、仕事配分
・評価における女性差別

②労働者側

家事・育児・介護は主に女性が担う（性別役割分業）
・仕事と家庭生活の両立は困難
・短時間雇用、非正規雇用への転換

※参考：『はじめてのジェンダー論』（加藤秀一著、有斐閣、2017）



日本の女性管理職の比率は諸外国と比べると低い

※出典：聖心女子大学BE*hivrパネルより



女性の約6割が非正規雇用→貧困の原因に

※出典：「男女共同参画
白書令和2年版」

（男女共同参画局）



電車に女性専用車両はあるが、男性専用車両はない。

あってよい理由

あってはならない理由

D



●電車内痴漢被害は、男性よりも女性が多い。

（2018年の強制わいせつ件数は5340、
うち女性の被害が5152件）

● そもそもなぜ女性専用車が導入されたのか？
→女性に対する性暴力をなくすための暫定的な特別措置。
→痴漢冤罪のみならず、それの根源となっている痴漢の防止・根絶に向けて
働きかけていく必要がある。

※出典：令和元年版犯罪白書（2019年、警視庁）、女性の『安全・安心』に関する意識調査（2020年、セコム）

● ５割以上の女性が犯罪被害の不安を感じ、３割以上が実際に犯罪被害
を経験。不安を感じたこと、実際に被害にあったことの両方で１位は
「痴漢」。

● 女性専用車を巡る問題を議論する上で避けて通れないのが「痴漢冤罪問
題」。

痴漢冤罪に巻き込まれたくないため、男性専用車を導入してほしいという
声も少なからずある。



夕食後、兄と妹がテレビを見ていると、
家族は妹には食器の片づけを手伝うように言うが、
兄には言わない。

あってよい理由

あってはならない理由

E



「男の子は男の子らしく、女の子は女の
子らしく育てるべき」と考える人の割合

出典：『男女共同参画白書令和元年版』（男女共同参画局）



家父長制

●一家の長である家長（男性）が家族の人たちに対して、絶対的な支配権を
もつ家族制度。また、このような原理に基づく社会の支配形態。

●1947年の民法改正で、家制度は廃止されたが、家父長制的な意識は慣行と
して残り現在も引き継がれている。

例）アニメの「サザエさん」
波平やマスオが台所に立つシーンは
あまり出てこない。

●日本のジェンダーギャップ指数（2024）は

118位／146ヶ国

👆性別役割分業（男性は外で働き、女性は家事や育児

を担う）や性別職務分離（男性は総合職、女性は一般
職）などにもつながっている

👆なんとG7最下位
特に政治・経済分野で、日本は低迷…
女性議員や閣僚が少ない、女性管理職の登用が進まない



性別役割分業と無償ケア労働

●世界的に、有償労働時間は男性、無償労働時間は女性に偏る傾向がみられる。

●日本の有償労働時間の女性の分担割合は37.5％と小さく、無償労働時間の女
性の分担割合は84.6％と非常に大きい。

● 日本では、男性がフルタイム勤務、女性が非正規雇用もしくは無職の家庭
が約７割を占める。また、ふたり親世帯の平均家事時間数は、母親が207
分/日であるのに対し、父親は35分である（2019年）。

👆無償ケア労働が女性に偏り、負担になっている。

※出典：内閣府男女共同参画局「男女共同参画白書 令和5年版」
「子どものいる世帯の生活状況及び保護者の就業に関する調査2018」（2019年10月17日、労働政策研究・研修機構）
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子育てにおけるジェンダーバイアス

●育て方にジェンダーバイアスをかける。異性の子どもが複数いる場合に差を
つける（それは「ちがい」なのか！？）。

例）習い事、塾、家事の役割分業、家族関係の動きへの期待など

● 幼稚園から高校まで保護者が子どもにかける教育費のうち「スポーツや芸
術など習い事にかける費用」は女の子の方が多く、「塾や家庭教師・通信
教育など学習費」は男の子が多い

● 姉妹が兄弟に「一歩下がる」忖度の風土はないか！？

そもそも、生まれた時から、色、おもちゃ、声掛けなどからジェンダーバイアス
がある。

※文科省「令和3年度子どもの学習費調査」



職場で、男性は化粧をしなくても何も言われないが、
女性は「化粧は身だしなみだ」と言われる。

あってよい理由

あってはならない理由

F



● 日本労働組合総連合会の「社内ルールにおける男女差に関する調査
2019」によると、「勤務先で服装や身だしなみの決まりがある」と答え
た人は57.1％だった。
「女性は化粧をしなければならない」ルールがあると答えたのは8.5%だ
った。

● 2019年3月、イギリスのヴァージン・アトランティック航空は女性客室
乗務員に勤務中の化粧を義務付ける規則を廃止すると発表し、大きな
話題になった。

「新しいガイドラインでは、
従業員が前よりも快適に勤務できるようにするだけでなく、
勤務中にどのように自分を表現するのか、その選択肢を増やした」

長い歴史を持つ航空会社の多くは、
女性の客室乗務員に化粧を義務付けている。



ルッキズム（外見至上主義）

外見だけで他人の価値をはかって判断したり、差別すること。

Looks（外見・容姿）＋ ism（主義）→外見至上主義
例）体型、体重、身長、顔のパーツ、声、毛・頭髪など

「最も美しい顔ランキング2020」に選ばれた
水原希子さんがランキングを批判した

自分が知らない間にルッキズム/外見主義（容姿
によって人を判断する事）の助長に加わってしま
っているのかもしれないと思うと困る。

見た目で人を判断するのは絶対違うと思うし、そ
もそも一番美しい人なんて選ぶことは不可能。

このランキングによって偏った美の概念やステレ
オタイプな考えを広めてほしくない。（水原さん
のインスタより、一部抜粋）



社会のなかで「よい見た目」が求められるのは、
男性よりも女性のほうが圧倒的に多い。
“Male Gaze”（女性が男性の欲望対象として描かれるなど視覚
メディアの権力構造を表す）

👆10代～20代は女性、30代以降では男性が多い
そこにはメディアが描く、”ステレオタイプな女性像”
がある

👆テレビや電車などで、ルッキズムの助長につなが
る広告も…



● 最も大切なのは
「わたし自身が心地よく過ごせる身体であること」
👉わたしの身体の自由は、他人にも社会にも左右されず、
わたしが決めることができるし、それをお互いに尊重することが大切。

● 外見をネタにした笑いや、
「規範（こうあるべき）から外れるから面白い」と感じることが問題である。

● まずは「自分も無意識にジャッジする側になっている（かもしれない）」
と気づくこと
👉「女って男って」で出た意識や価値観が自分の中にもある、ということ。



気づいたことありますか？

ワーク①とワーク②を通して



社会

女性だからこうあるべき

男性ってこうだよね

ジェンダー規範
性別役割分業
（例：男性は働く、
女性は家事）

家庭

学校

メディア

個人

差別・不平等

性別職務分離
（例：男性はパイロット、

女性はCA）



「らしさ」は日常にあふれている



みなさんはどんな社会に生きたいですか？



●今日感じたこと、気づいたこと

●もっと知りたいこと

を手元のメモに書いてみましょう。

3～5人グループに分かれてお話します

ふりかえり

今日のワークショップをグループで振り返ってみよう



ご参加ありがとうございました！

BE*hiveには、
女性・ジェンダーに関する関連
書籍や資料もあります。

ぜひまた展示を見に来てくださ
い！お待ちしています。


